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モノはいらない 顧客は機能を望んでいる 時代に合った無形の価値が求められている 
 
本⽇の⽇本経済新聞の記事は、ズバリ「モノは要らない」 モノ不⾜に時代に⽣きたものか
らは、隔世の感がある⾔葉であるが、⼤量⽣産の時代を経て今や少量多品種の時代、さらに
⼀個作りも可能な時代になったということだ。このような時代においては、何を作るかとい
う、そのアイデア⾃体が重要となる。 
 
新聞記事のグラフでは、無形資産の割合が 80%を超え有形資産の価値は⼩さく、労働に対
する対価も低くなりつつある。世の中はいよいよ頭脳競争の時代に⼊ったということだろ
う。下⼿（へた）に物を作ると不良在庫の⼭になる。 
 
今⽇のこの現象は、はるか昔より預⾔されていた。スマイルカーブである。⼀度はこの図を
⾒たことがあるだろう。これからの⼈々は広い視野を持ち、多くの要素を⾃由に結びつける
能⼒、そして⾃由な発想⼒を持つことが求められる。柔軟（スマート）な頭脳である。 
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 「スマイルカーブ現象」という表現がある。も
ともとは電⼦機械産業の収益構造を表す⾔葉だ。
電⼦機械産業では、事業プロセスの川上に位置す
る商品開発や部品製造の段階と、川下にあたるメ
ンテナンスやアフターサービスの部分の収益性
は⾼いが、中間の製造段階はあまり儲からない傾
向がある。この様⼦を、縦軸に収益性、横軸に事
業プロセスをとってグラフ化すると、両端が⾼
く、中ほどが低い線が描け、ちょうどスマイルマ
ークの⼝のラインのようになることから、「スマイルカーブ現象」と呼ばれているのである 
 この現象は、必ずしもすべての産業にあてはまるわけではないという指摘もある。⾃動⾞
産業のように、部品相互を調和させることの重要性が⾼い商品、産業の場合には、中間段階
の収益性も維持されているという⾒⽅だ。 ※この⽂章に私は多少の疑問がある。調和は開
発段階において作り出されるものであるから、川上である。 



 

 


